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介護保険関連施設の整備について 

 

１ 背景及び基本的な考え方 

令和７年（2025年）には、団塊の世代が 75歳を迎え、更に、高齢化が進み、認知症高齢者

や高齢者のみの世帯がますます増加するとともに、介護を必要とする高齢者も増加すること

が予想されます。 

なお、本市においては、令和 24年（2042年）をピークに高齢者人口は、減少していくと推

測されています。 

  このため、高齢者が介護を必要となっても住み慣れた地域で安心して暮らせるよう「地域

包括ケアシステム」の構築を推進するため、介護保険関連施設の整備については、2025年・

2040年を見据える中で、将来推計人口等から導かれる介護需要等を踏まえ、中長期的な視点

で計画的に進めていく必要があります。 

本市における、介護老人福祉施設への入所申込者数は、地域密着型介護老人福祉施設等の

整備が進み、減少傾向にありますが、高齢者等実態調査の結果では、介護が必要となっても

「介護サービスを受けながら可能な限り自宅で生活したい」と回答した方の割合が多く、介

護施設等に入所したいと考える方が希望する施設・高齢者住宅等の形態は、「住み慣れた地域

や自宅近くで常時介護を受けられ、小規模で家庭的な雰囲気の個室の施設」が最も高くなっ

ています。 

これらのことから、介護が必要となっても、できる限り自宅での生活を続けることができる

ようにするとともに、自宅での生活が困難な人の多様なニーズに応えられるよう、地域包括ケ

アシステムの拠点施設となる、地域密着型サービスの整備を進めていきます。 

  

２ 施設類型別整備方針（案） 

(1) 介護保険施設（長野広域圏域） 

ア 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

短期入所生活介護施設からの転換意向を踏まえ、整備します。 

  イ 介護老人保健施設 

    長野老人保健福祉圏域における入所定員数と調整を図り、整備します。 

  ウ 介護療養型医療施設 

    介護医療院への転換を進めます。 

※介護保険制度改正により、令和５年度末で廃止となることから、介護医療院など他施

設への転換を図ります。 

  エ 介護医療院 

    介護療養型医療施設からの転換等により、整備を進めます。 
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(2) 地域密着型サービス 

  ●施設・入居系サービス 

  ア 地域密着型介護老人福祉施設（小規模特養） 

今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整備

（旧保健福祉）ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

  イ 認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム） 

    今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整

備（旧保健福祉）ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

ウ 地域密着型特定施設（定員 29人以下の介護型有料老人ホーム等） 

  今後の高齢者数の推移等を踏まえ、小規模特養の定員数との整合を図る中で、日常生

活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整備（旧保健福祉）ブロック単位に必要数の整

備を進めます。 

  ●在宅サービス（※） 

ア 小規模多機能型居宅介護事業所 

    今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整

備（旧保健福祉）ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

イ 看護小規模多機能型居宅介護事業所（複合型サービス） 

    今後の高齢者数の推移等を踏まえ、日常生活圏域ごとの整備状況を見ながら、基盤整

備（旧保健福祉）ブロック単位に必要数の整備を進めます。 

ウ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

    整備を促進します。 
   

(3) その他 

  ア 特定施設（定員 29人を超える介護型有料老人ホーム等） 

長野老人保健福祉圏域における入所定員数との調整を図る中で、事業所の意向や入居者

の介護度の状況を勘案しながら整備します。 

  イ 短期入所生活介護・療養介護事業所 

整備数と利用状況を勘案し、必要時に利用が可能となるよう、状況を見ながら整備しま

す。 

  ウ 有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

    介護保険関連施設の整備に当たっては、有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け

住宅の設置状況を勘案します。 

 

  ※在宅サービス 

  ア 小規模多機能型居宅介護 

    利用者が「通い」サービスを中心に、必要に応じて「訪問」・「宿泊」サービスも受けられる。 

  イ 看護小規模多機能型居宅介護 

 小規模多機能型居宅介護と訪問看護を組み合わせたサービス。 

  ウ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

    訪問介護員や看護師が、定期的に巡回し、入浴・排せつ・食事等の介護を行ったり、通信機器に

より通報を受けて随時居宅を訪問し、日常生活上の緊急対応などを行う。 
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<参考＞ 

 

１ 高齢者等実態調査から見るサービス利用意向 

■ 施設等への入所（入居）希望 

 

■ 施設等への入所（入居）を希望する理由 

  

 

 

 

 

 

■ 希望する施設・高齢者住宅等の形態 
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無回答

ｎ=536

問43－１ 「施設」や「高齢者向けの住まい」での生活を希望する理由

回答者数 割合（％） 前回（H28） 前々回（H25） 長野県（前回）

常時介護が受けられる大規模（定員30～100人程度）な施
設で、少人数ごとに家庭的な生活を送れる個室の施設（ユ
ニット型の特養、老健など）

200 7.8 8.8 13.8 8.2

常時介護が受けられる大規模（定員30～100人程度）な施
設で、個室に比べて利用料金が比較的低額な相部屋（４人
１部屋程度）の多い施設（従来型の特養など）

226 8.8 7.5 8.2 8.7

住み慣れた地域や自宅近くで常時介護が受けられ、小規模
（定員５～29人程度）で家庭的な雰囲気の個室の施設（小
規模な特養など）

767 29.9 27.4 29.2 25.5

一人暮らしの不安や身体・認知機能の低下を補うため、高
齢者が必要に応じて介護を受けながら生活する小規模施設
（グループホーム、ケアハウスなど）

201 7.8 8.6 9.1 7.5

希望に応じて食事や清掃などのサービスが提供される集合
住宅（有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅な
ど）

139 5.4 5.3 4.8 3.9

その他 72 2.8 2.6 2.4 2.8

特にない（施設や住まいの形態は問わない方を含む） 460 17.9 15.6 16.4 17.6

無回答 498 19.4 24.2 16.2 25.9

回答者数 割合（％） 前回（H28） 前々回（H25） 長野県（前回）

希望する            536 20.9 22.2 24.2 19.8

希望しない（可能なかぎり自宅で
生活したい）

1,331 51.9 53.1 52.9 53.8

わからない          439 17.1 14.2 12.9 15.9

無回答 257 10.0 10.5 10.1 10.6
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２ 長野市の介護保険関連施設の整備状況等 
 

 (1) 介護保険関連施設の定員数の推移 

種 別 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

介護老人福祉施設（特養） 1,606人 1,645人 1,663人 1,663人 1,663人 1,671人 

介護老人保健施設 1,289人 1,289人 1,289人 1,270人 1,270人 1,324人 

介護療養型医療施設 289人 289人 289人 249人 207人 207人 

介護医療院※１ ― ― ― ― 60人 60人 

特定施設入居者生活介護 391人 391人 457人 542人 525人 610人 

認知症対応型共同生活介護 
事業所（グループホーム） 724人 727人 727人 780人 780人 834人 

地域密着型特定施設 247人 247人 247人 247人 247人 247人 

地域密着型介護老人福祉施
設（小規模特養） 493人 522人 522人 551人 551人 551人 

小規模多機能型居宅介護
事業所 212人 216人 216人 249人 253人 286人 

定期巡回・随時対応型 
訪問介護看護事業所 ― ― ― ― ― ― 

看護小規模多機能型居宅介
護事業所（複合型） 24人 24人 24人 53人 82人 140人 

   ※各年４月１日現在。 
   ※１ 介護医療院は台風 19号の影響により令和元年 10月 13日から休止中 

 

 (2) 介護保険関連施設の利用状況（介護保険実施状況令和２年８月月報） 

施設・サービス事業所別 定 員 利用件数 

介護老人福祉施設（特養） 1,671人 1,525件 

介護老人保健施設 1,324人 1,186件 

介護療養型医療施設 207人 145件 

介護医療院※１ 44人 7件 

特定施設入居者生活介護事業所 610人 502件 

認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム） 852人 814件 

地域密着型特定施設入居者生活介護事業所 247人 234件 

地域密着型介護老人福祉施設（小規模特養） 551人 548件 

小規模多機能型居宅介護事業所 286人 237件 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 ― 112件 

看護小規模多機能型居宅介護事業所（複合型サービス） 140人 78件 

  ※利用件数は長野市の被保険者（給付費審査件数のため定員数を上回る場合あり） 

  ※１ 介護医療院は復旧により段階的に再開 
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(3) 介護老人福祉施設（特養）入所申込者の状況 

 

  ■入所申込者数の推移（各年度末現在） 

 

 

  ■入所申込者の内訳（令和元年度末現在） 

区  分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計 

在  宅 3人 2人 93人 87人 46人 231人 

介護老人保健施設 0人 1人 64人 80人 39人 184人 

介護療養型医療施設 0人 0人 1人 9人 13人 23人 

介護医療院 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

養護老人ホーム 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

軽費老人ホーム 0人 0人 0人 1人 1人 2人 

認知症高齢者 

グループホーム 
0人 0人 20人 17人 7人 44人 

有料老人ホーム 0人 1人 7人 9人 4人 21人 

サービス付き高齢者住宅 0人 0人 6人 4人 3人 13人 

その他施設 0人 0人 16人 19人 12人 47人 

入  院 0人 0人 24人 31人 25人 80人 

合  計 3人 4人 231人 257人 150人 645人 
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